
市
庁
舎
建
て
替
え
は
「
現
地
か
移
転
か
」
を
め

ぐ
っ
て
検
討
し
て
き
た
松
戸
市
は
、
３
月
11
日
の

議
会
特
別
委
員
会
で
「
建
て
替
え
は
現
地
と
す
る
」

方
針
を
市
長
自
ら
説
明
し
た
。
正
式
決
定
は
６
月

議
会
ま
で
に
基
本
計
画
策
定
予
算
案
の
承
認
を
待

つ
こ
と
に
な
る
が
、
現
地
建
て
替
え
を
求
め
て
き

た
市
民
の
間
に
安
堵
感
が
広
が
っ
た
。
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週
刊 新社会

市
庁
舎
建
て
替
え
は
老

朽
化
、
分
散
化
、
狭
あ
い

化
、
耐
震
性
不
足
、
防
災

対
策
な
ど
の
観
点
か
ら
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機

に
耐
震
補
強
が
始
ま
り
、

建
て
替
え
は
前
市
長
の
下

で

一

括

移

転

か

ら

段

階

的

移

転

へ

、

市

民

の

声

を

無

視

し

移

転

あ

り

き

で

進

め

ら

れ

て

き

た

（

本

紙

24

年

５

月

号

既

報
）
。

こ

の

動

き

に

待

っ

た

を
か
け
た
の
が
昨
年
６
月

の
市
長
交
代
だ
。
松
戸
隆

政
市
長
は
公
約
通
り
従
前

の
移
転
方
針
を
白
紙
撤
回

し
、
市
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
を
前
提
に
情
報
を
公

開
、
市
民
と
有
識
者
に
対

し
現
地
か
移
転
か
比
較
検

討
の
評
価
を
求
め
た
。

移転→白紙撤回→現地で

市
民
対
象
の
聞
き
取
り

調
査
が
昨
年
11

月
と
今
年

２
月
の
２
回
、
本
庁
と
各

支
所
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
、
有
識
者
４
名
か
ら
な

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
PT

）
の
懇
談
会
も
そ
の

都
度
２
回
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
事
業
費
と
事
業

期
間
の
比
較
検
討
は
業
者

に
委
託
。
そ
の
結
果
、
事

業
費
は
現
地
の
方
が
54

・

千葉県憲法集会
５月９日（土）13:00

千葉市文化センター５F

講演：前川喜平さん

資料代：５００円

「

春

闘

」

の

熱

気

が

懐

か

し

い

。

今

は

政

労

使

会

談

と

生
産

性

向

上

の
お

題

目

が

目
立

つ

。

こ

の
「

パ

イ

論

」
は

読

者

は

先
刻

御

承

知

だ
ろ

う

▼

か

つ
て

の

総

評

労
働

運

動

は

「
賃

金

は

労

働
力

の

再

生

産
費

で

あ
る
」
と
繰
り
返
し
教
え
、

国

労

等
は

「

反

マ

ル
生

」

闘

争

を
展

開

し

た

。
組

織

破

壊

攻
撃

が

あ

ま

り
に

も

酷

か

っ
た

こ

と

か

ら
、

国

鉄

総

裁
が

国

会

で

陳
謝

し

た

が

、
生

産

性

向

上
運

動

そ
れ
自
体
は
放
棄
し
な
か
っ

た

。

賃
金

思

想

が

労
資

関

係

を

決
す

る

と

知

っ
て

い

た

の

だ
▼

「

賃

金

論
」

な

き

労

資
協

調

の

連

合
労

働

運

動

は
、

資

本

金

十
億

円

以

上

の
大

企

業

に

五
百

八

十

一

兆
円

も

の

莫

大
な

内

部

留

保
を

も

た

ら

し
、

労

働

分

配
率

は

三

七

・
五

％

と

、

２
０

０

０

年

以
降

最

低

で

あ
る

。

そ

し

て
純

金

融

資

産
一

億

円

以

上
の

富

裕

層

と
五

億

円

以

上
の

超

富

裕

層
は

２

０

１

３
年

以

降

増

加
し

続

け

て

い
る

▼

「

問

題
は

保

守

対

リ
ベ

ラ

ル

の

左
右

の

分

断

で
は

な

く

、

富
裕

層

に

よ

る
政

治

支

配

の
分

断

で

あ

り
、

真

の
闘
い
は
上
対
下
で
あ
る
」

（

米

民
主

党

・

ジ

ェ
ー

ム

ズ

・
タ

ラ

リ

コ
氏

）

オ
マ
ー
ン
で
行
わ
れ
て

い
た
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ

ン
の
核
交
渉
の
最
中
の
２

月
28
日
、
ア
メ
リ
カ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン

攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
の
最
高

指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
氏
ら
が

殺
害
さ
れ
、
南
部
の
小
学

校
も
攻
撃
さ
れ
女
子
生
徒

１
０
０
人
以
上
が
殺
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
は
、
イ
ラ
ン
政
権
の

転
覆
を
目
的
と
し
て
い
る

が
明
確
な
国
連
憲
章
違
反

だ
。３

月
25
日
、
ア
メ
リ
カ

の
対
イ
ラ
ン
戦
争
の
中
央

司
令
部
は
、
攻
撃
開
始
か

ら
26
日
間
で
イ
ラ
ン
の
軍

事
目
標
１
万
カ
所
以
上
を

攻
撃
し
た
と
発
表
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
領
有

を
主
張
し
た
り
、
「
次
の

攻
撃
は
キ
ュ
ー
バ
だ
」
な

ど
と
、
「
西
半
球
支
配
の

欲
望
」
を
隠
さ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査

で
は
、
戦
争
賛
成
が
35
％
、

反
対
が
61
％
で
、
全
米
各

地
で
大
き
な
抗
議
デ
モ
が

起
き
て
い
る
。

松戸市庁舎建て替え方針決まる

訂
正本

紙
前
号
「
展
望
」

冒
頭
部
分
「
皇
位
ハ
・

宗
ノ
」
は
「
皇
位
ハ

宗
ノ
」
の
誤
植
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

松戸市役所 左が本館、右が新館

８
億
円
安
上
が
り
、
事
業

期
間
も
現
地
の
方
が
１
年

半
短
期
で
完
了
す
る
と
判

明
し
た
。

そ
こ
で
市
は
比
較
検
討

項
目
を
事
業
費
と
事
業
期

間
を
基
軸
に
利
便
性
、
防

災
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
14

項
目
に
再
整
理
。

第
２
回
聞
き
取
り
調
査
で

市
民
の
多
く
が
事
業
費
と

利
便
性
を
重
視
、
PT

の
評

価
も
現
地
優
位
に
傾
い
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
は
、

事
業
費
と
事
業
期
間
、
利

便
性
を
最
優
先
す
べ
き
と

し
、
現
地
建
て
替
え
方
針

を
決
定
し
た
。

市
庁
舎
の
現
地
建
て
替

え
を
訴
え
る
市
民
ネ
ッ
ト

は
こ
の
間
、
地
域
署
名
と

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
駅
頭
や

市
役
所
前
で
の
宣
伝
、
市

内
13

カ
所
の
独
自
学
習
会
、

市
長
・
議
員
要
請
、
他
市

視
察
、
講
演
会
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、

「
市
民
の
理
解
を
重
視
す

る
市
長
の
姿
勢
」
が
決
定

打
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ

ル
の
民
衆
は
、
こ
の
よ
う

な
暴
君
は
一
刻
も
早
く
葬

り
去
り
、
平
和
国
家
を
つ

仮
庁
舎
の
賃
貸
契
約
は

済
み
、
後
戻
り
は
で
き
な

い
。
だ
が
一
件
落
着
で
は

な
い
。
移
転
候
補
地
の
新

拠
点
ゾ
ー
ン
は
公
園
と
緑
、

文
化
・
学
園
地
区
。
そ
の

整
備
（
開
発
）
計
画
が
見

直
し
含
み
で
生
き
て
い
る

か
ら
だ
。

【
松
戸
発
】

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
高
市
首
相
は
、

こ
の
よ
う
な
悪
逆
非
道
な

振
る
舞
い
に
対
し
て
、
諫い

さ

戦
争
や
め
ろ

暴
君
を
倒
せ

め
る
ど
こ
ろ
か
、
日
米
首

脳
会
談
で
は
ト
ラ
ン
プ
に

抱
き
つ
い
て
好
意
を
示
し
、

「
世
界
中
に
平
和
と
繁
栄

を
も
た
ら
せ
る
の
は
ド
ナ

ル
ド
だ
け
だ
」
と
媚
び
た
。

国
会
で
は
国
際
法
上
の

正
当
性
に
つ
い
て
明
確
な

答
弁
を
避
け
、
ア
メ
リ
カ

の
肩
を
持
っ
た
。

３
月
25
日
夜
、
強
い
雨

の
な
か
、
国
会
正
門
前
で

２
万
４
千
人
が
抗
議
の
声

を
あ
げ
た
。
30
％
の
政
党

支
持
率
で
独
裁
す
る
高
市

政
権
は
早
急
に
倒
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。



私
も
連
れ
合
い
も
80
歳

を
超
え
て
め
っ
き
り
出
不

精
に
な
っ
た
が
、
２
月
の

穏
や
か
な
日
和
を
選
ん
で

亥
鼻
山
の
千
葉
城
に
出
か

け
た
。
千
葉
城
は
郷
土
博

物
館
に
な
っ
て
い
て
、
最

近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
５

階
の
天
守
に
上

が
り
順
次
階
を

下
り
る
と
時
代

別
に
展
示
さ
れ

て
い
て
、
全
国

で
も
有
数
の
貝

塚
を
誇
る
千
葉

県
だ
け
に
展
示

物
も
充
実
し
て

い
る
。
天
守
の

外
に
出
る
と
廻

り
廊
下
に
な
っ

て
い
て
、
東
西
南
北
実
に

見
晴
ら
し
が
良
い
。
上
総

の
大
地
が
隅
々
ま
で
見
渡

せ
る
。
県
庁
の
高
層
ビ
ル

が
す
ぐ
目
の
前
に
そ
び
え

て
い
る
。

久
々
に
二
人
で
出
か
け

た
の
で
今
日
は
少
し
豪
華

な
食
事
を
し
よ
う
と
目
論

ん
で
い
た
が
当
て
が
外
れ

た
。
県
庁
の
最
上
階
に
あ

る
食
堂
で
定
食
を
食
べ
た

話
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

ユ
ニ
オ
ン
市
原
と
い
う
組

合

に

相

談

に

来

た

人

が

「
館
山
の
看
護
学
校
の
不

当
な
扱
い
に
我
慢
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
千
葉

地
裁
に
提
訴
し
た
。
そ
の

公
判
の
傍
聴
に
参
加
し
た

際
に
仲
間
と
何
度
か
県
庁

の
食
堂
で
ラ
ン
チ
を
食
べ

た

の

だ

。

連

れ

合

い

は

「
私
も
食
べ
て
み
た
い
」

と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
ん
な
わ
け
で
県
庁

の
20

階
へ
。
ス
カ
イ
レ
ス

ト
ラ
ン
黎
明
に
は
数
種
類

の
定
食
と
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な
ど
が

あ
り
、
別
料
金

だ
が
ド
リ
ン
ク

バ
ー
や
野
菜
バ
ー

も
あ
る
。
悔
し

い
の
で
こ
の
際

一
番
高
い
や
つ

を
注
文
す
る
こ

と
に
し
て
８
８

０
円
の
ビ
ー
フ

カ
ツ
定
食
に
し

た
。
ラ
ー
メ
ン
が
１
０
０

０
円
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ご
時
世
こ
の
値
段
は
あ

り
が
た
い
。
量
も
結
構
あ
っ

て
そ
れ
な
り
に
美
味
し
い
。

し
か
し
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン

で
一
食
数
万
円
も
す
る
食

事
を
し
て
楽
し
む
人
も
い

る
格
差
社
会
の
世
の
中
、

県
庁
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
満

足
し
て
い
る
自
分
が
何
と

も
情
け
な
い
。

【
稲
毛
の
Ｇ
さ
ん
】

（2）2026年4月 新 社 会 (1988年1月18日第3郵便物認可)

大
利
根
の
風
に
う
か
る
る
奴
凧

水
明

４
月
か
ら
電
気
・
ガ
ス

料
金
の
補
助
金
終
了
で
値

上
が
り
す
る
の
は
確
実
だ
。

ま
た
、
中
東
情
勢
に
よ
る

原
油
価
格
の
上
昇
で
さ
ら

な
る
値
上
げ
は
必
至
と
み

ら
れ
て
い
る
。

水
道
料
金
は
、
全
国
的

に
も
老
朽
化
し
た
施
設
の

更
新
を
理
由
に
値
上
げ
の

傾
向
に
あ
る
。
千
葉
市
で

は
今
月
か
ら
下
水
道
料
金

を
平
均
13
・
６
％
値
上
げ

す
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
３
月

14
日
か
ら
平
均
７
・
１
％

の
運
賃
値
上
げ
を
実
施
し

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
に

よ
っ
て
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

が
封
鎖
さ
れ
、
オ
イ
ル
タ

ン
カ
ー
が
通
過
で
き
な
く

千

葉

県

共

闘

会

議

（
坂
本
雄
一
郎
議
長
）

は
３
月
６
日
、
千
葉
市

内
に
お
い
て
「
２
０
２

６
春
闘
勝
利
！
千
葉
県

総
決
起
集
会
」

を
開
催
し
た
。

「

す
べ

て

の

働

く
人

の

生
活
の
底
上
げ
・
底
支

え
・
格
差
是
正
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

一
般
東
京
東
部
労
組
須

田
光
照
書
記
長
が
講
演

し
た
。
「
企
業
の
支
払

い
能
力
」
論
に
騙
さ
れ

な
い
で
と
自
ら
の
活
動

報
告
を
交
え
て
熱
弁
を

振
る
っ
た
。

闘
争
報
告
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
を
闘
う

鈴

木

圭
子

さ
ん(

Ｊ
Ｈ

Ｕ

労

組)

が

「
都

労
委

か
ら
不
当
労
働
行
為
と

命
じ
ら
れ
た
日
本
航
空

の
体
質
の
悪
さ
、
都
労

委
命
令
に
未
だ
に
従
わ

な
い
こ
と
に
怒
り
を
覚

え
る
。
広
く
世
間
に
知

ら

せ

た

い

」

と
報
告
し
た
。

来

賓

と

し

て

社

民

党

、

新
社
会
党
、
共
産
党
が

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
し

た
。
立
憲
民
主
党
と
緑

の
党
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
こ
そ
大
幅
賃
上
げ

物価高で悲鳴

総
選
挙
前
は
、
各
政
党
は
こ
ぞ
っ
て
、
「
物

価
高
対
策
」
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、
国
民

に
対
す
る
そ
の
約
束
は
一
体
ど
こ
へ
い
っ
た
の

か
。物

価
高
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
庶
民
の
苦
し

み
な
ど
は
ど
こ
吹
く
風
と
、
公
共
料
金
ま
で
が

値
上
げ
狂
騒
に
踏
み
込
ん
だ
。

策
が
遅
い
。
効
果
も
薄
く
、

庶
民
の
厳
し
さ
が
わ
か
っ

て
い
な
い
」
「
賃
金
は
上

が
ら
な
い
の
に
物
価
は
上

が
る
、
家
賃
も
上
が
る
。

こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
不

安
」
な
ど
の
声
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
も
氾
濫
し
て
い
る
。

は
ん
ら
ん

私
た
ち
の
生
活
は
今
や

風
前
の
と
も
し
火
と
も
い

凧
は
正
月
の
遊
び
で
あ
り
、
「
初
凧
」
や
「
飾

り
凧
」
は
新
年
の
季
語
と
さ
れ
て
い
る
。
が
、
単

に
「
凧
」
と
言
え
ば
春
の
季
語
。
傍
題
と
し
て
は
、

「
い
か
の
ぼ
り
」
「
は
た
」
「
絵
凧
」
な
ど
二
十

八
種
類
ほ
ど
あ
り
、
掲
句
の
「
奴
凧
」
も
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
呼
び
名
も
地
方
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
長
崎
で
は
「
ハ
タ
」
、
新
潟
の
三

条
で
は
「
イ
カ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
凧
合
戦
や
出

世
凧
な
ど
を
五
月
、
六
月
こ
ろ
に
行
事
と
し
て
行

う
地
方
も
あ
る
。

な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
原

油
価
格
が
急
上
昇
し
て
い

る
。
原
油
価
格
の
上
昇
は
、

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
電
気
、

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
騰
を
ま
ね
く
。
そ
し

て
物
流
や
農
業
、
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
製
造
な
ど
の
基

幹
部
分
の
経
費
が
上
が
る
。

そ
の
結
果
あ
ら
ゆ
る
日
用

品
や
食
料
品
の
価
格
上
昇

へ
と
つ
な
が
る
。

「
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て

も
、
何
で
も
高
く
て
買
え

な
い
。
果
物
や
菓
子
類
は

見
る
だ
け
」
「
医
療
費
が

高
く
て
、
生
活
費
に
支
障

が
で
る
」
「
子
ど
も
の
教

育
費
も
結
構
か
か
る
。
食

費
を
削
っ
て
し
の
い
で
い

る
」
「
政
府
の
物
価
高
対

その２

１
９
８

０
年
代
か

ら

世
界
中
で

民
営
化
が

進

め
ら
れ
た

が
、
料
金

値

上
げ
、
水

質
悪
化
、

水

資
源
の
独

占
な
ど
に

繋

が
り
、
今
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心

に
「
再
公

営

化
」
が
進
ん
で
い
る
。

水
は
命

の
源
だ
、

公

共
性
の
高

い
上
下
水

道

を
民
間
企

業
の
利
益

に

供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

打
ち
切
る

」
と
脅
す

よ

う
に
し
て

民
営
化
を

進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

民
営
化

す
る
と
、

法

人
税
、
役

員
報
酬
や

株

主
配
当
な

ど
が
収
益

か

ら
支
払
わ

れ
る
。
財

政

状
況
を
監

視
す
る
こ

と

も
不
可
能
と
な
る
。

全

国
的
に
、

水
道
事

業
を

民
営
化
し

よ
う
と

い
う
動
き
が

あ
る
。

政

府
は
、
水

道
事
業

の
官

民
連
携
（

ウ
オ
ー

タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

の
導
入

を

図

ら

な

け

れ

ば

、

「
下

水
道
汚
水

管
改
修

に
対

す
る
国
費

支
援
を

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

水
道
民
営
化

え
る
状
況
だ
。

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
の
が
政
府
の
第
一
の

使
命
な
の
に
、
６
０
０
兆

円
と
も
い
わ
れ
る
大
企
業

の
内
部
留
保
金
や
５
年
間

で
43
兆
円
の
防
衛
費
な
ど

を
聖
域
に
す
る
の
は
論
外

だ
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
国

民
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
。


